
このたびは、室内ドアをご採用いただきまして誠にありがとうございます。

施工・取扱説明書

安全上のご注意
●表示内容を無視して誤った工事・使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分して説明します。

注意 この表示の欄は「取り扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うことが想定されるか
または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」をいう。

●お守りいただく内容の種類を次の図記号で区分して説明します。

この図記号は、製品の取り扱いにおいて、

強制
指示に基づく行為を強制するものです。

禁止

この図記号は、製品の取り扱いにおいて、
その行為を禁止するものです。

●施工される方へ［施工説明書 Ｐ１～Ｐ８］

施工後のお申し出に対しては、当社としては責任を負いかねますので、ご了承願います。
また本説明書に基づき正しく施工後、本説明書を必ずお施主様へお渡しください。

ご使用前に必ずお読みのうえ、正しくご使用ください。また、お読みになられたあと、大切に保管してください。

開梱時において、万一、梱包や製品にキズ等がある場合は、施工前にご購入先まで連絡をお願いいたします。

●お施主様へ［取扱説明書 Ｐ８］

Ｓ ８ ４ ７

以下の注意事項は、施工される方や住まわれる方への危害を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
１．当社「室内ドア」は、一般住宅用（室内専用）です。業務用や屋外または屋外に面する場所や浴室などに使用しないでください。
２．開梱後、長く放置しておくと反りや変形の原因になりますのですみやかに施工してください。
３．コンクリートやモルタルに直接施工しないでください。やむを得ず施工する場合は、必ず防水処理をして下さい。
４．間違った施工は思わぬ事故や故障の原因となります。また本説明書と異なった施工で発生した製品の不具合についての返品・取り替えはご容赦ください。
５．本製品の組み立て・施工時には同梱の指定ビスを使用してください。他のビスを使用すると、部品・部材の脱落や枠の垂れ下がり・ゆるみなどの原因となります。

（本説明書内で「現場調達」と記載している場合は除きます。）
６．ドア枠と柱・間柱・まぐさとの間には必ずすき間をつくり、乾燥した飼木を入れてください。
７．ドア枠を施工する際は水平・垂直を確認し、下図のような状態にならないように取り付けてください。建具が閉りにくくなったり、すき間ができる原因となります。

８．建築工事中はドア本体を養生・保全し、施工完了後に吊り込むことをおすすめします。
９．施工が完了するまでは、ドア本体や枠セットを水平に保管してください。立てかけた状態での保管は反り発生の原因となります。

１０．製品施工後は水などで、ドア本体・ドア枠をぬらさないようにしてください。
１１．本製品は、ホルムアルデヒドなどの空気環境を考慮したものですが、施工の際にご使用になる現場調達品（飼木・接着剤など）によっては空気環境対策外の製品となる

場合がありますのでご注意ください。
１２．本説明書は当社カタログ標準品に準じた寸法等の表示をしております。特注・特寸対応した製品については、現品のサイズ・加工等を確認のうえ施工を行ってください。

施工上のご注意

ずれ たいこ つづみ ねじれ傾き
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形状

２

■枠セット

縦 枠

１上 枠

レバーハンドル側 １
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ストライク １

ＩＰビス

枠組み立て用ビス
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ト

接着剤
１

１３

４

施工・取扱説明書 １施工定規 １

（戸当たり取り付け用）

（本説明書）

１ １シート沓摺 シート見切り

■シート沓摺・シート見切り（別売品）

蝶番

（ドア側蝶番固定用ビス付き）
１

部材名 入数 形状部材名 入数

薄壁対応用３

図は右吊り元（Ｒ）用を示します。

縦枠用 上枠用

■額縁セット

４ ２

※２

※２．固定枠に額縁セットは必要ありません。

幅７８ｍｍ幅１００ｍｍ

形状

１ドア本体

部材名 入数 形状部材名 入数

（縦枠に取り付け済み）

※１

※１

永 大産 業株 式会 社

専 用接 着剤

・・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・
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・・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・

５１ｍｍ

３６ｍｍ

スモールライト

（トイレドアのみ）

（トイレドア本体

１ストライク （親子ドア本体〔子ドア〕

フランス落し ２

フランス落し受けプレート
（固定ビス付き） ２
（親子ドアのみ）

（親子ドアのみ）

（親子ドアのみ）

幅３９ｍｍ

１レバーハンドル

■レバーハンドルセット（別売品）

１
座

（表示錠、間仕切錠、シリンダー錠の場合は、
それぞれのパーツが一緒にセットされます。）

※レバーハンドル、座の形状は、品番によって異なります。

ケース錠 １

説明書 １（レバーハンドルセットに同梱）

に取り付け済み）

（親子ドア本体〔子ドア〕
に取り付け済み）１に取り付け済み）

（縦枠に取り
付け済み）

蝶番スペーサー ２

※１．図は固定枠です。額縁調整枠は形状が異なります。

■ドア本体

２

１．部材・部品表１．部材・部品表



■片開きドア本体・枠 トイレドア本体・枠 親子ドア本体・枠
（品番例）

・デザイン・品番、寸法はカタログでご確認ください。
Ｄ

Ｏ
Ｈ

（
ド

ア
高

）

枠
外

幅
Ｈ

枠外幅Ｗ 枠外幅Ｗ 枠外幅Ｗ
（ドア幅） （ドア幅） （子ドア幅）（親ドア幅）

ＤＯＷ ＤＯＷ ＤＯＷ ＤＯＷ

■片開きドア・トイレドア枠（横断面図）

・図面は右吊り（Ｒ）の場合です。

ＩＷ＝６００／６８５／７０２／７３０／７８０／８２８

ＤＯＷ＝５９２／６７７／６９４／７２２／７７２／８２０

枠外幅Ｗ＝６４８／７３３／７５０／７７８／８２８／８７６

２４２４

シート沓摺

床付平型見切り

シート見切り

扉とのクリアランスは７ｍｍになります。

ＤＯＷｐ＝７２２ＤＯＷｃ＝４０８

ＩＷ＝１１４０

枠外幅Ｗ＝１１８８

２４２４

見切りは建具の反対側の面に取り付けてください。

シート沓摺（薄壁対応３用の場合）

・シート沓摺、シート見切りを付ける場合、

親子ト゛アの場合は、フランス落し受け座との取り合い上、

（単位：ｍｍ）
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■各ドア枠共通（縦断面図）
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左吊り（Ｌ）の場合は左右対称となります。
・フロア面との納まり例は参考図です。

現場の状態に合わせて施工してください。
・ＦＬとは、床仕上げ面を示します。

４

●２Ｘ４用額縁の場合

１０２７

●額縁調整枠の場合
１０ ３５
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２
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３

Ｖ Ｆ － ● Ｄ △ １ ０ ７ □ ※ （ Ｌ ／ Ｒ ） － Ｓ

サイズを表す記号

Ｖ Ｄ － ● Ｄ △ △ １ ０ ７ ☆ ※
製品連番

片開きドア：Ｄ
トイレドア：Ｔ
親 子ドア：Ｐ

色記号

デザイン記号

（ ド ア 本 体 ）

（ 枠 セ ッ ト ）

１
１

０

サイズを表す記号

部品構成を表す記号

壁厚記号

色記号

部品構成を表す記号

片開きドア：Ｄ
トイレドア：Ｔ
親 子ドア：Ｐ

製品連番

２．姿図２．姿図

３．納まり図３．納まり図



４－１．開口寸法の調整

①使用する製品の寸法を確認し、柱・間柱・まぐさの内
法寸法を合わせてください。（図Ａ）
内法寸法は製品の枠外寸法と１０ｍｍ（片側５ｍｍ）
の余裕寸法を見込んで決めてください。

②下げ振りや水準器で、柱の垂直、まぐさの水平および、
開口のねじれ、傾きを確認・修正してください。（図Ｂ）

内法寸法

図Ａ 図Ｂ

４－２．施工の前準備

まぐさ

柱（間柱）
下げ振り
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シート沓摺、シート見切りをご使用になる際は、下図の斜線部をあけてフローリングを施工してください。

壁厚中心

壁厚中心

（下図納まり図は、標準納まりの場合です。）
斜線部には、沓摺ベース部材と本体が入ります。
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ＦＬ 使用する場合は、シート沓摺、
シート見切り梱包内の説明書をご覧ください。

・ＦＬとは、床仕上げ面を示します。
・９ｍｍあるいは１５ｍｍの床材を
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シート沓摺・見切りが施工される床下地に、段差のないことを確認して
ください。段差のある場合は、解消してください。段差があると、フロ
ーリングとのすき間、音なり、波打ちの原因となります。 床下地床下地

フローリングフローリング

段差なし
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６２／６９／７６／８３

３２／２５／１８／１１

４． 施工手順４． 施工手順



４－３．枠の組み立て

・縦枠と上枠を組み立てます。

・枠の組み立ては水平な場所で行ってください。

上枠には枠組み立て用ナットが取り付け済みです。

貫通穴同梱の枠組み立て用ビスで固定してください。
縦枠上部の貫通穴とジョイント（仮固定）して、 上枠

縦枠

縦枠

縦枠

上枠

枠組み立て用ナット

枠組み立て用ビス
・枠の組み立ては同梱の枠組み立て用ビスを使用

してください。

他のビスを使用すると、部品・部材の脱落や枠

の垂れ下がり・ゆるみなどの原因となります。

５

①飼木（パッキン材）と接着剤（現場調達／酢ビ系）を用いて、

②同梱の施工定規を使用してドア枠内寸法を確保しながら、水

③上枠および、縦枠のガイド穴より、同梱のＩＰビスで躯体に

縦

枠

調整した開口部（４ページ参照）に組み立てたドア枠を仮固
定してください。

準器・下げ振りを使用してドア枠の水平・垂直・ねじれ・フ
クレを確認・調整してください。

図Ｃ

しっかり固定してください。（図Ｃ）

詳細はシート沓摺・見切りに同梱の取り付け説明書をご確認

⑤シート沓摺・見切りを使用する場合は、ベースをゴム系また
はエチレン酢ビ系の接着剤（現場調達）を使用して、しっか
り固定してください。（図Ｄ）

接着剤で固定

縦枠

図Ｄ

（現場調達／酢ビ系）

④ドア本体を吊り込んでドア本体とドア枠のすき間が均一に
なっているか確認してください。すき間が均一でない場合
は上記②項を再度確認し、調整してください。

ください。

４－４．枠の取り付け

接着剤を塗布

ＩＰビス
ガイド穴

①上枠用の戸当たりは枠の内幅寸法（ＩＷ）にカットしてくだ

当たりの厚み分）引いた長さにカットしてください。

③枠セットに同梱している接着剤を、建具側の戸当たり溝のみ

※金槌を使用する場合は、必ず当て木をしてください。

戸当たりは横勝ちで納めてください。

建具側の戸当たり溝のみに
図Ｅ 図Ｆ

④カットした戸当たりを上、縦の順に手で押さえて取り付けて

②縦枠用の戸当たりは枠内高寸法（ＩＨ）から１７ｍｍ（上戸

接着剤

建

具

建具側の溝

建具側の溝

上枠

縦

枠

建具側の溝

建具側の溝

線状に接着剤を塗布する。

に線状に塗布してください。（図Ｅ）

お願い

ください。（図Ｆ）

取り付ける。
戸当たりは、上→縦の順に

さい。

４－５．戸当たりの取り付け

上戸当たり

縦戸当たり

シート沓摺

枠内幅ＩＷ
２４

間
仕
切
壁



・額縁調整枠の場合は、額縁の取り付けが必要です。

図Ｇ

ＦＬ

縦
枠

用
長

さ
寸

法

デコラティブタイプ上枠用長さ寸法

標準タイプ上枠用長さ寸法

①額縁は、縦勝ちで納めてください。 ②額縁取り付け時には、接着剤（現場調達／酢ビ系）を必ず使用し、

図Ｈ

※縦枠用額縁は上枠用額縁の寸法を測定のうえカットして 完全に硬化するまで当て木をしてください。（図Ｈ）

４－６．額縁の取り付け

縦枠用額縁

上枠用額縁

額縁

６

ください。（図Ｇ）

当て木

４－７．ドア本体の吊り込み

ドア本体側蝶番

蝶番スペーサー

蝶番固定用ビス

①縦枠の蝶番からドア本体側の蝶番を取り外し、蝶番スペーサーを使用して蝶番固定用ビスでドア本体に取り付けます。

②ドア本体側（上部）に取り付けた蝶番の着脱シャフトを「カチッ」と音が鳴るまで持ち上げます（図Ｉ）

図Ｋ図Ｉ

ドア本体ドア本体 縦枠

着脱シャフト

（上部）蝶番
ドア本体側

図Ｊ

ドア本体縦枠

③ドア本体側（下部）に取り付けた蝶番の着脱シャフトを、枠側（下部）の蝶番に差し込みます（図Ｊ）
④ドア本体側（上部）の蝶番と枠側（上部）の蝶番を合わせて、着脱シャフトを「カチッ」と音が鳴るまで下げます（図Ｋ）

接着剤（現場調達）



４－８．フランス落し受けプレートの取り付け （親子ドアの場合のみ）

①ドア本体が閉まった状態で、子ドアに取り付いているフランス落しのツマミを上下させて、受けプレートを付ける位置を決めます。
②位置決めした印を中心に上枠と床に直径約１２ｍｍ深さ約１５ｍｍの穴をあけてください。
③穴を覆うように受けプレートを取り付けてください。必要であれば受けプレートの厚み分の掘り込み加工を施してください。
・位置については下図を参考にして、上枠と床面の２カ所に取り付けてください。
・アルミ製の床付平型見切りをドア本体の下に使用する場合は、鉄鋼用のドリルで取り付け穴をあけてください。

また、受けプレートを取り付けるためのビスの下穴もあけてください。

直径１２ｍｍ深さ１５ｍｍ

３９

子扉 親扉

２
１

子扉 親扉

プレート 部品取付参考図

加工穴：直径１２ｍｍ深さ１５ｍｍ

７

建て付けの調整は手動式プラスドライバーを用いて行ってください。
電動ドライバーは絶対に使用しないでください。

■ストライクによる調整：調整ビスを回し調整します。

調整範囲は内側（戸当たり側）２ｍｍ（親子ドアは２．５ｍｍ） 外側 ４ｍｍ（親子ドアは２ｍｍ）
ストライク

調整ビス

内
側外

側

（
戸
当
た
り
側
）

■蝶番による調整 前後調整

左右調整

上下調整
レバーハンドル側

蝶番側

右に回した場合：ドア本体が内側（戸当たり側）に移動 左に回した場合：ドア本体が外側に移動
ラッチがストライクの中でガタつく場合：右に回す ラッチがかからない場合：左に回す

前後調整

①インサートベースカバーを外します。
②蝶番固定ビスを４本とも緩めます。
③前後調整カムを回して、目盛りを目安に位置を決めます。

蝶番固定ビス 目盛り

前後調整カム

左右どちらに回しても前後調整が可能です。
④蝶番固定ビスを締めインサートベースカバーを取り付け
ます。調整範囲は前へ２ｍｍ、後へ２ｍｍです。

左右調整

左右調整ビス左右調整ビスを回し、調整します。
調整範囲は蝶番側に２ｍｍ
レバーハンドル側に２ｍｍです。
右に回した場合：ドア本体がレバー

左に回した場合：ドア本体が蝶番側に移動

上下調整

上下調整ビスを回し、調整します。
調整範囲は上に１ｍｍ 下に３ｍｍです。
注）蝶番は必ず上下２枚とも調整を

行ってください。
右に回した場合：ドア本体が上に移動
左に回した場合：ドア本体が下に移動

上下調整ビスハンドル側に移動

縦枠面より４０１ｍｍ

お願い

インサートベースカバー

５．調整のしかた５．調整のしかた



８

・開閉にあたっては、ドア本体どうしのすき間や枠のすき間に手を置かないでください。

・ドア本体や金具（レバーハンドルや蝶番）にぶら下がったり、寄りかかったりしないでください。
転倒やドア本体の落下・破損の原因となり、ケガをする恐れがあります。

指を挟んでケガの恐れがあります。特にお子様にはご注意ください。

・暖房器具などから発生する熱風、熱気が直接当たらないようにしてください。

・ドア本体に粘着テープでポスターなど貼らないでください。

・ドア本体に水、油、殺虫剤などが付着しないようにしてください。
材質の特性により表面が膨れたり、シミ、変色などが発生する恐れがあります。

・使用中に異常を感じられたり不具合が生じたときは、取り付け部分などの確認をしてください。
ご自身で対処できない場合には施工店にご相談ください。

取り付け・修理・補修部品などのご相談は、販売会社・管理会社もしくはお求めの工務店・販売店へ

■養生
・当て傷・擦り傷等がつかないように保護シート等で養生してください。

■お手入れ方法
・ドア本体が汚れている場合は、水を含ませた雑巾を固く絞り、拭き取ってください。

内装システム事業部

お客様相談センター

Ｅ－ｍａｉｌ：ｃｓ＠ｅｉｄａｉ－ｓａｎｇｙｏ．ｃｏ．ｊｐ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｉｄａｉ．ｃｏｍ
永大産業株式会社

０１２０－６８５－１１０
９：００～１８：００ ９：００～１８：００受付時間

日曜日、祝日、夏期休暇、年末年始

Ｓ８４７Ｉｅ１９０１ｎｋＥＰ 第２版

平 日 土曜日

休業日

お問い合わせください。

ドア本体の反り、変色、火災などの原因になります。

・酸性、アルカリ性の洗剤、溶剤（シンナー・ベンジン）などは絶対に使用しないでください。
シートのフクレ・シワやシミ・艶ムラ、塗装・メッキのはがれやサビ等の原因となります。

・採光部の樹脂板には溶剤を含むもの（ガラスクリーナー・殺虫剤・塗料など）は絶対に使用しないでください。
艶ムラやキズ・変形・クラックの原因となります。

汚れが酷い場合は、薄めた中性洗剤（１％以下）を柔らかい布に付け軽く拭いてください。
・採光部の樹脂板が汚れている場合は、やわらかい布で乾拭きしてください。

金属はやわらかい布で乾拭きしてください。

表面が傷む恐れがあります。

６．養生・お手入れ方法６．養生・お手入れ方法

７．ご使用上のご注意７．ご使用上のご注意
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